
埼玉県コロナ感染症対策特集！
 医療提供体制の強化と県内事業者への支援を加速！

Challenge SpiritChallenge Spirit
田村たくみ県議会だより田村たくみ県議会だより

R 2.8.1 vol.75
Challenge　Spirit と は・・・　
直訳で「挑戦する精神」。一度志を抱いたならば、一度の挫折を苦とせず糧とし、常に挑戦する気持ちで前向きに頑張っていく「田村たくみ」の精神を表したもの。

謹啓　猛暑の候、 皆様方に於かれましては健やかにお過ごしのこと
と、 お喜び申し上げます。
　新型コロナウイルスの感染拡大を阻止すべく４月には緊急事態宣
言が出され、 皆様の多大なご協力のもと、 一時は感染収束が見え
たところでありました。 しかしながら、 ６月の下旬以降感染者数は増
加しており、 状況は余談を許さないところであります。 埼玉県としても、
４月には臨時県議会、 ６月には定例県議会において、 史上最大の
補正予算を組み県民の皆様の安全と安心に繋げるべく、 コロナ感
染症対策の強化及び県内経済の減速状況を改善すべく施策に取り
組んでいるところであります。 また、 議会として県のコロナ対策の検
証を行い今後の対策に活かすべく、 新型コロナウイルス感染症対
策特別委員会を設置し、 議論がスタートしました。
　そこで、 今回の会報では、 ６月定例会において審議された新型コ
ロナ感染症対策を中心にご報告させて頂きます。
　今後も、 感染状況を注視しながら迅速な対応が行えるように努め
て参ります。 県民の皆様にも、 感染症対策へ更なるご協力をお願
い申し上げます。
　
　

埼玉県議会議員 田村たくみ

～ チ ャ レ ン ジ 　ス ピ リ ッ ツ ～

岩槻人形の「東玉」より疫病予防の神「鍾馗」の贈呈

－１－

埼玉県コロナ感染症対策特集！
 医療提供体制の強化と県内事業者への支援を加速！

医療提供体制の強化・県内事業者への支援等の補正予算が成立！

一般会計補正予算（第５号・第６号） １， ５９１億８， ５５４万円
◎感染拡大防止対策と医療体制の強化
・ＰＣＲ検査体制の拡充等　　２７億７，６０８万円
・重点医療機関に対する病床確保・設備整備への助成　２８５億６，７２３万円
・重症患者医療体制の強化するための体制整備への助成　　７，９００万円
・クラスターを防止するコロナ対策チームの設置、運営　１億１，５０９万円　　　等

◎児童生徒 ・保護者への支援

◎中小 ・小規模事業者等への支援

・新型コロナウイルス感染症対応資金及び経営安定資金の融資枠の拡大
　（融資枠：８，０００億円 ⇒ １兆２，０００億円）     令和２年度支出分　５６億２，６９０万円
・中小企業・個人事業主等に対する家賃への支援　１２０億２，３５４億円　　　　等

・市町村立小・中学校における学習指導員等の追加配置助成　２４億　８５６万円　　　等
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埼玉県議会議員　田 村 た く み　事務所

〒337-0032　さいたま市見沼区東新井５８７－２　　e-mail：info@takumi-tamura.jp　
電話 ： 048-681-0005　　FAX:048-681-0006

ホームページ　　http://www.takumi-tamura.jp

県政のこと、身近なこと、何でもお気軽にご相談ください！お問い合わせは、「田村たくみ」事務所まで…！

　埼玉県議会議長／埼玉県議会議員（４期）
　　◎ 南６区（さいたま市見沼区）選出    ◎ 企画財政委員会  委員　　
　昭和４６年１０月１５日生まれ（４８歳）
　　◎ さいたま市立海老沼小学校　卒業　◎ さいたま市立片柳中学校　卒業
　　◎ 埼玉県立川口青陵高等学校　卒業　◎ 放送大学教養学部　卒業
　　◎ 明治大学公共政策大学院ガバナンス研究科　修了（公共政策修士）
　主な経歴及び役職
　　◎ 全国都道府県議会議長会  理事　　◎ 自由民主党さいたま市見沼区支部  支部長
　　◎ 社会福祉法人 希求会 理事　　　　◎ 早稲田大学システム競争力研究所 招聘研究員 　   
　　◎ 日本自治体危機管理学会 会員　　 ◎ボーイスカウト日本連盟さいたま１０団育成会  会長　　等　

田 村 た く み プロフィール

  県保育推進連盟との意見交換     県老人クラブ連合会要望    県議会アニメ活用推進議連役員  自治医大さいたま医療センター
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 にてバンダイとの協議         からのコロナ状況報告

◇埼玉県コロナ感染動向別病床等確保計画◇

◇写真で見る活動記録◇

◎計画的な病床・宿泊療養施設の確保
　埼玉県では、国内での感染動向をもとに、フェーズ毎の患者数や増加傾向を見込み、医療機関に入
院する患者数とホテルなどの宿泊療養施設に入る患者数を推計し、必要病床・宿泊施設数を設定し対
応します。

正しい手洗い、毎日の健康管理、適度な部屋の喚起、咳エチケットの徹底
不要不急の外出を避け、国民の総力で新型コロナを乗り越えよう！

フェーズ１　　　　　フェーズ２　　　　　フェーズ３　　　　　フェーズ４

患者の発生が落ち着いている
状態　　　

感染拡大が起こりそうな状態　　　患者者数が大きく増加している　　患者数がピークの状態
　　　　　　　　　　　　　　　　状態

１４０床（重症２０）　６００床（重症９０）　１，０００床 (重症１５０   ) １，４００床（重症２００）

無症状・軽症の人に入所して頂くホテル等　　最大１，４５０室

※宿泊療養施設には、看護師が滞在する等の体制を整えています。


